
　先の衆議院選挙では民主党が圧勝し，自由民主党・公明党の連立政権から民主党中心の
政権に交代することになりました．理学療法士も民主党比例代表東北ブロックで立候補し，
見事当選．史上初となる理学療法士の衆議院議員が誕生しました．民主党は党の政策集
「INDEX2009」の医療政策の項において，「後期高齢者医療制度の廃止」や「リハビリテー
ションは将来的には包括払い制度に組み込む」と明記しており，この先の動向が注目され
ています．
　本号の特集は「老化による身体機能低下と理学療法」がテーマです．村永論文では特に
運動機能の低下を中心に，各種運動機能評価法と生活機能の自立との関連，行動変容の促
進ツールとして活用することの重要性について解説されています．野添論文では，高齢者
の呼吸機能の低下に対して理学療法の具体的な介入方法にまで踏み込んで解説されていま
す．忽那論文では，最近注目されている老化による腎機能低下例に対する理学療法の実践
を，綾部論文では，高齢患者における栄養管理の重要性と効果的な理学療法の実際につい
て解説されています．座談会では急性期，回復期，維持（地域生活）期の最前線で活躍され
ている方々と，高齢者に対する理学療法の現状と課題について話し合いました．病期は違
えども，現場の理学療法実践は多くの類似性を持っていることを伺い，理学療法の重層性
や円滑な連携の重要性を再認識しました．タイムリーにも，本号から講座「アンチエイジ
ング」が始まりました．特にサルコペニアは高齢者を対象とする理学療法士にとって必須
の基礎知識です．入門講座の「理学療法に必要な臨床動作分析」もわかりやすく Q&A 方
式で記述されており，学生や新人の指導に役立つことでしょう．
　経済協力開発機構（OECD）の中で，日本は平均在院日数が最も長く，そして最も高齢化
が進んでいる国です．われわれ理学療法士が高齢者医療における役割の拡大を主張する時
には，必ずや責任が伴います．理学療法士の責任とは，やはり対象者をよくするというこ
とに加えて，究極的には高い QOL を維持しつつ生命予後を延長させることだと思います．
理学療法の担う役割を維持し拡大するためには，政治参加に加えて，常に国民を納得させ
られるエビデンスを生産し構築していく実践が重要です．「エビデンスなきもの ICU を去
れ！」というのは，一昔前に英国の理学療法士に ICU の医師から浴びせられた言葉だと聞
きました．政権交代が実現する中で，自分たちの行く末を案じながらも，目の前の対象者
に真剣に対峙し，効果を上げていく，そしてその効果を発信していくことが，理学療法士
の将来を確かなものとすることでしょう．
　先日，以前の職場を訪問した際に，90 歳と 86 歳の御婦人が笑顔で迎えてくれました．
維持期の運動プログラムに元気に通っているそうです．5 年以上も前に心臓の手術をした
時に関わった方たちですが，この笑顔の存在に理学療法士が一部でも貢献したと思うと，
この仕事のやりがいを実感し，また責任も痛感しました．
 （高橋哲也）
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